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2010年
3月期中間期

のご報告
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株主・投資家の皆様へ

株主通信

（証券コード：2181）

お 知 ら せ
 １． 株券電子化によるご注意
（1）株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会

社など）で承ることとなっておりますので、口座を開設されている証券会社などにお問合せください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）で
はお取り扱いできませんのでご注意ください。

（２）特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、下記特別口座
の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

（３）配当金の口座振込のご指定につきましても、お手続きは配当金振込指定書を各口座管理機関を経由してお届けいただくこととなりました。
振込指定のお手続きにつきましては詳しくは各口座管理機関にお問合せください。

（４）未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

 2． 配当金計算書について
 配当金の口座振込をご指定の方と同様に、「配当金領収証」により配当金をお受取になられる株主様宛にも「配当金計算書」を同封いたし
ております。配当金をお受取になった後の配当金額のご確認や確定申告の資料としてご利用いただけます。

東京都渋谷区代々木2-1-1　新宿マインズタワー  TEL 03-3375-2220（代表）  ※本報告書に記載されている事項には、将来についての計画や予想に関する記述が含まれています。実際の業績などはさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。

この印刷物は環境に配慮し、「FSC 認証紙」と
「植物性大豆油インキ」を使用しています。

株 式 に 関 す る お 手 続 き に つ い て

○特別口座から一般口座への振替請求
○単元未満株式の買取（買増）請求
○住所・氏名などのご変更
○特別口座の残高照会
○配当金の受領方法の指定（＊）

○郵送物などの発送と返戻に関するご照会
○支払期間経過後の配当金に関するご照会
○株式事務に関する一般的なお問合せ

特別口座
口座管理機関

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
〒１３７-８０８１　東京都江東区東砂7丁目10番11号
TEL　０１２０-２３２-７１１（通話料無料）

株主名簿
管理人

■特別口座に記録された株式
お手続き、ご照会などの内容

お手続き、ご照会などの内容

お 問 合 せ 先

○音声自動応答電話によるご請求 ▶ 0120-244-479（通話料無料）
○インターネットによるダウンロード ▶ http://www.tr.mufg.jp/daikou/

［手続き書類のご請求方法］

（＊）特別口座に記録された株式をご所有の株主様は、配当金の受領方法として株式数比例配分方式はお選びいただけません。

○郵送物などの発送と返戻に関するご照会
○支払期間経過後の配当金に関するご照会
○株式事務に関する一般的なお問合せ

○上記以外のお手続き、ご照会など

株主名簿
管理人

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
〒１３７-８０８１　東京都江東区東砂7丁目10番11号
TEL　０１２０-２３２-７１１（通話料無料）

口座を開設されている証券会社などにお問合せください。

■証券会社などの口座に記録された株式
お 問 合 せ 先



業
績

●売上高 1,121億円
●営業利益 27億円
●経常利益 28億円
●一株当たり中間配当金 6円

こ
れ
か
ら
を
見
据
え
た

新
領
域
で
好
材
料
。

　

企
業
の
業
績
悪
化
や
規
模
縮
小
に

よ
り
人
材
需
要
が
低
迷
す
る
な
か
、

こ
の
中
間
期
は
、1
1
2
1
億
円
の
売

上
高
と
、2
8
億
円
の
経
常
利
益
を

確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
中
間
期
で
は
、企
業
か
ら
の
再

就
職
支
援
への
要
請
を
う
け
、再
就
職

支
援
事
業
が
堅
調
に
推
移
し
ま
し
た
。

5
月
に
は
、こ
の
分
野
に
大
き
な
実
績

と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
日
本
ド
レ
ー
ク・

ビ
ー
ム・モ
リ
ン
を
子
会
社
化
。競
争

力
を
大
幅
に
強
化
し
、同
事
業
を
筆

頭
と
す
る「
そ
の
他
の
事
業
」で
約

2
2
億
円
と
、前
期
末
の
実
績
約

1
6
億
円
を
超
え
る
売
上
を
実
現
。

グ
ル
ー
プ
全
体
の
利
益
確
保
に
大
き

く
寄
与
し
ま
し
た
。

　

ま
た
官
公
庁
市
場
で
は
、定
額
給

付
金
関
連
業
務
や
緊
急
雇
用
創
出
事

業
な
ど
を
受
託
し
、同
市
場
の
売
上

が
大
き
く
躍
進
し
ま
し
た
。官
公
庁

で
は
、業
務
効
率
化
や
コ
ス
ト
削
減
を

背
景
に
、民
間
企
業
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積

極
的
に
活
用
す
る
動
き
が
み
ら
れ
ま

す
。豊
富
な
実
務
経
験
で
培
わ
れ
た

運
用
ノ
ウ
ハ
ウ
と
、付
加
価
値
の
高
い

企
画
提
案
力
を
差
別
化
の
武
器
と
し

て
、新
規
受
託
案
件
の
獲
得
を
中
心

市
場
の
変
化
に
対
応
す
る

事
業
展
開
へ
。

変化をチャンスに変えていく。

新たな
成長フィールド
を拡大

さらなる
専門性の追求

事務系派遣

人材紹介・
再就職支援

アウト
ソーシング 専門職分野・

官公庁市場

し
な
や
か
な
経
営
。

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
化
に
即
応
す
る

俊
敏
さ
と
、柔
軟
さ
。

に
、収
益
性
を
重
視
し
な
が
ら
市
場

深
耕
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

経
済
環
境
は
い
ま
だ
厳
し
く
、企

業
で
は
経
営
の
効
率
化
が
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
解
決
策
と
し
て
、

業
務
を
外
部
へ
委
託
す
る
ア
ウ
ト
ソ
ー

シ
ン
グ
の
活
用
は
、有
効
な
手
段
の
ひ

と
つ
と
い
え
ま
す
。テ
ン
プ
グ
ル
ー
プ
で

は
、ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
事
業
の
強
化

を
テ
ー
マ
に
掲
げ
、開
発
業
務
か
ら
事

務
処
理
業
務
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
な
業

務
の
受
託
を
目
指
し
ま
す
。

　

同
時
に
、人
材
紹
介
事
業
、官
公
庁

市
場
の
事
業
拡
大
を
精
力
的
に
推
進
。

事
業
バ
ラ
ン
ス
を
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
変
化

に
最
適
化
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、さ
ら

な
る
収
益
の
向
上
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。ま
た
、事
務
系
派
遣
を
基
盤
と

し
な
が
ら
、I
T
、バ
イ
オ・メ
デ
ィ
カ
ル

な
ど
専
門
領
域
を
拡
大
し
、求
職
者

の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
支
援
と
雇
用
機
会

の
拡
充
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

　

変
化
を
敏
感
に
察
知
し
、ス
ピ
ー

デ
ィ
ー
か
つ
柔
軟
に
適
応
し
て
い
く
し

な
や
か
さ
が
、こ
れ
か
ら
を
勝
ち
抜
く

経
営
の
カ
ギ
で
あ
る
と
確
信
し
、事
業

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

事務系派遣の実績を基盤に、アウトソーシング、人材紹介・再就職支援、専門職分野・官公庁市場へ。
事業フィールドの拡大が今後の営業テーマです。当下半期にはテンプスタッフ内にアウトソーシング専門チームを設立しています。

代表取締役社長  篠原 欣子
1957年三菱重工業退職後、欧州留学を経て、
1971年オーストラリアで就業。1973年帰国後、
オーストラリアで知った人材派遣からヒントを得て、
テンプスタッフ設立。2000年から10年連続で
フォーチュン誌「世界最強の女性ビジネスウー
マン」にランキング。2007年企業家大賞受賞。

2010年3月期中間期

連結業績ハイライト
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働く人、企業、社会の変化への対応、すすむ。

テンプホールディングス
中期経営戦略

グローバル市場への積極展開
アジアを中心としたグローバルネットワーク
へ人的資源を集中し、基盤確立と積極
展開を図ります。

経営効率の向上
ホールディングス体制による効率化をはじ
め、あらゆる面でコスト削減を徹底。堅実な
利益成長と健全な財務体質を堅持します。

専門分野への積極展開
専門化する市場に対し、職種や業界に
特化したサービス、ネットワークの拡充を
図り、ニーズに応えていきます。

地域戦略の強化
各地域事業会社が、地域に根ざしたきめ
細かいサービスを提供。各地域における
シェア拡大を推進します。　　　　

女性の就業支援
子育てママの就職支援やパートタイム型
派遣を拡充。セミナーやカウンセリングな
ど、女性の就業を全面的に支援します。

女性のために活きる、テンプグループ。
「第2回ベストマザー賞2009
企業部門」を受賞

女性の再就職支援や保育所の運営など、働き続けた
い女性への支援が評価され、NPO法人日本マザーズ
協会主催の「第2回ベストマザー賞2009 企業部門」
を受賞しました。今後も、働き続けたい女性を応援して
まいります。

「女性活躍推進ネットワーク
セミナー」スタート

各種研修サービスを手がけるグループ企業テンプス
タッフラーニングが、企業の女性活躍推進担当者の
情報交換の場を立ち上げました。今後も、セミナーの
実施やノウハウの共有など、さまざまな取り組みによ
り、女性活躍推進活動を支援してまいります。

中間期営業利益計画を達成。

２つの大型Ｍ＆Ａを実施。収益の推進力に。
日本ドレーク・ビーム・モリン
を子会社化。

富士ゼロックスキャリアネット
を子会社化。新社名
「テンプスタッフ・クロス」
としてスタート。

日本テクシードとの資本業務提携
を決議。友好的ＴＯＢに着手。

専門分野、さらに深化。
この中間期には、セキュリティ支援、ITインフラ監視エンジニア、
化粧品販売、銀行窓販などの専門職分野で新たな取り組みを
開始しました。また、8月には厚生労働省「長期失業者支援
事業」を全国12地区で受託。官公庁市場におけるノウハウの
蓄積を図り、市場をさらに深耕していきます。

中間期は、日本ドレーク・ビーム・モリン、富士ゼロッ
クスキャリアネット（現：テンプスタッフ・クロス）の２社
のＭ＆Ａを実施。なかでも、再就職支援事業を展開
する日本ドレーク・ビーム・モリンは、中間期の収益
に大きく寄与しました。
今後の特定派遣事業、アウトソーシング事業強化
の一環として、R&Dアウトソーシングを得意とする
日本テクシードとの資本業務提携を目指しています。

2009年
5月

2009年
7月

2009年
9月

2009年
7月

2009年
5月

中
間
期
の

出
来
事

「現場主義」
市場（現場）の視点を情報源として尊重すること。

「現実主義」
見込まれるシナジーが明確で現実的であること。

「現金主義」
フリーキャッシュフローの範囲内で取り組むこと。

私たちは、確かな原理原則に基づき
“身の丈に合った”Ｍ＆Ａを、
今後も積極的に展開していきます。

私たちのＭ＆Ａは

「３現主義」

ITエンジニアを育成し企業へ派遣

厳しい環境のなかでも、業界屈指のコストコントロール力により、着実に
利益計画を達成。徹底したムダの削減、最適投資により、中間期の計画
に対し、113.9％を達成。今後、さらなる経営効率の向上を目指します。
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景
気
の
変
化
や
新
技
術・新
サ
ー

ビ
ス
の
誕
生
を
う
け
、経
済
構
造
は

変
化
し
て
い
ま
す
。新
し
い
技
術
開

発
に
よ
る
技
術
者
や
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
従
事
す
る
人
材
の
不
足
な
ど
、成

長
産
業
へ
人
材
を
流
動
さ
せ
る
こ
と

も
、経
済
成
長
に
は
不
可
欠
で
す
。

　

ま
た
、日
本
社
会
の
成
熟
と
と
も

に
、働
く
人
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て

い
ま
す
。一
方
で
、企
業
が
求
め
る
人

材
ニ
ー
ズ
は
高
度
に
細
分
化
さ
れ
、ス

ピ
ー
ド
化
す
る
経
済
環
境
の
な
か
で

絶
え
ず
変
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
時
代
、働
く
人
と
企
業

の
ニ
ー
ズ
が
マ
ッ
チ
ン
グ
を
み
る
こ
と

は
困
難
で
す
。

　

例
え
ば
、専
門
性
の
高
い
ス
キ
ル
を

持
つ
人
は
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
で

き
る
場
を
求
め
、企
業
も
即
戦
力
と

な
る
人
材
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
必
要
と

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
一方
で
、子
育
て
ママ
の
よ
う
に
、制

約
が
あ
る
な
か
で
も
働
き
た
い
と
考

え
る
人
が
い
ま
す
。一
定
期
間
だ
け
、

短
い
時
間
だ
け
働
き
た
い
。労
働
力

不
足
を
補
う
貴
重
な
労
働
力
で
す

が
、募
集
コ
ス
ト
や
採
用
工
数
な
ど
が
、

変
わ
り
ゆ
く
雇
用
ニ
ー
ズ

企
業
に
と
っ
て
は
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
ニ

ー
ズ
に
も
、「
人
材
派
遣
」で
あ
れ
ば

お
応
え
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に「
人
材
派
遣
」が
あ
る

こ
と
で
、働
く
人
と
企
業
の
双
方
に
、

雇
用
の
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。よ

り
お
互
い
の
ニ
ー
ズ
が
マッ
チ
し
た
雇

用
へ
、流
動
化
を
ス
ム
ー
ズ
に
図
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。ま
た「
人
材
派
遣
」

で
は
、健
康
保
険
、厚
生
年
金
保
険
、

雇
用
保
険
な
ど
の
社
会
保
険
制
度

や
、労
働
者
災
害
補
償
保
険
、有
給

休
暇
、健
康
診
断
な
ど
福
利
厚
生
制

度
が
充
実
し
て
い
る
た
め
、安
心
し

て
働
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

少
子
化
に
伴
う
労
働
力
の
減
少

が
予
想
さ
れ
る
な
か
、日
本
経
済
の

活
性
化
、競
争
力
強
化
に
、「
雇
用
流

動
化
」は
欠
か
せ
な
い
条
件
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。テ
ン
プ
グ
ル
ー
プ
は
、多

彩
な
人
材
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
通
じ

て
、こ
れ
か
ら
も「
雇
用
流
動
化
」の

推
進
役
を
担
って
い
き
ま
す
。

一人ひとりと、日本の成長のために。
雇用の流動化は、経済成長に欠かせない力です。

私たちは、仕事を求める人と

人を求める企業のマッチングを実現し、

雇用流動化の推進役を担っています。

育児中で
夕方４時までしか
働けない

ITシステムを
短期間で

構築しなければ

販売力の
強化が

経営の課題

日中の人員が
手薄で事務作業が
追いつかない

出典：「人材派遣データブック2009」（社団法人日本人材派遣協会編）

使命人材派遣会社の使命とは？

出典：「派遣ジョブ」2008年WEBアンケート（株式会社オピニオン）

企業

働
く
人

企業

働
く
人 企業 働

く
人

ITスキルを
もっと
活かしたい

マッチング

マッ
チ
ン
グ

マッチ
ン
グ

人
材
派
遣
が
果
た
す
役
割
と
は

制約がある中でも仕事に就きたい人に応えられる
雇用のあり方、それが派遣です。

派遣だから可能な雇用があります。

派遣スタッフは派遣という働き方にさまざまな
メリットを感じています。

■右記の希望が満たされれば、
　今後も働き続けたいですか？

出産後も働き続けた
い

方は実に8割以上
ただしそれには、

条件があります。

※集計方法：第一希望を３ポイント、第二希望を
　２ポイント、第三希望を１ポイントとして計算

■出産後に希望する働き方・条件

53%28%

働き
続けたい

できれば
働き
続けたい

都合に合わせられる
残業がない
通勤時間が短い
安定した収入
育児支援制度がある

1位
2位
3位
4位
5位

366
222
115
114
108

1位

■派遣を選んだ理由をお答えください

46.4%

37.1%

34.7%

30.9%

30.7%

働く期間・時間を自分で決められるため

時間を有効に活用できるため

正社員として働ける就職先がなかったため

勤務地を自分で選べるため（通勤時間が短いため）

多数の中からやりたい仕事を選べるため 日本における派遣労働満足度

不満足
20%

派遣労働満足度80%

外へ出て
営業力を
発揮したい

育児中で
夕方４時までしか
働けない

ITシステムを
短期間で

構築しなければ

日中の人員が
手薄で事務作業が
追いつかない

企業

働
く
人

企業 働
く
人 マッチング

マッ
チ
ン
グ

マッチ
ン
グ

外へ出て
営業力を
発揮したい

企業

企業
企業

働
く
人

日中の人員が
手薄で事務作業が
追いつかない

ITシステムを
短期間で構築
しなければ

外へ出て
営業力を
発揮したい

働
く
人

ITスキルを
もっと
活かしたい

営業力の
強化が

経営の課題

働く人と企業のニーズが一致しないまま雇
用が固定化されることは経済の停滞を招
きます。人材派遣サービスの意義は、雇用
を柔軟に流動化させることにあります。雇用の流動化

働
く
人

育児中で
夕方４時までしか
働けない

マッチ
ン
グ

マッチング

マッ
チ
ン
グ
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238,000（予想）

112,154

連結決算の概況

0

100,000

200,000

300,000

2009年
3月期

2010年
3月期

245,062 238,000（予想）
ー 112,154

（単位：百万円）

245,062

0

6,000

4,000

2,000

8,000

10,000

2009年
3月期

2010年
3月期

（単位：百万円）

0

6,000

4,000

2,000

8,000

10,000

2009年
3月期

2010年
3月期

（単位：百万円）

0

3,000

2,000

1,000

4,000

5,000

2009年
3月期

2010年
3月期

（単位：百万円）（単位：百万円）

期末

中間

年間

12.00

8.00

4.00

（単位：円）

0

11.00
ー 6.00

11.00

12.00（予想）

6.00（予想）

売 上 高

112,154百万円
企業による雇用調整の動きから、有効求人倍率は低
調に推移し、主力の人材派遣・請負、人材紹介事業は
かつてない厳しい環境となりましたが、定額給付金関
連業務など官公庁市場の需要に対し積極的に取り
組んだこと、再就職支援事業が好調に推移したことか
ら、概ね計画通りの結果を収めることができました。

営 業 利 益

2,733百万円
取引先企業の雇用調整に伴い、派遣スタッフの有給
休暇が増大傾向にありましたが、徹底したムダの削減、
管理可能な募集広告費などの最適投資、内製化の
促進などにより、営業利益2,733百万円、計画比
113.9％となりました。

経 常 利 益

2,866百万円
助成金収入や持分法による投資利益などにより、営業
外収支は132百万円プラスとなり、経常利益は2,866
百万円、計画比114.7％となりました。

四半期（当期）純利益

828百万円
連結子会社の繰延税金資産の回収可能性について、
慎重に検討を行った結果、繰延税金資産の一部を
取り崩したことなどにより、当期純利益は828百万円
となりました。

セグメント別売上高

主力である人材派遣・請負、人材紹介事業で売上高の
95.3％を構成し、前期末と比べ大幅な変動はありま
せんでした。その他の事業では、企業による雇用調整
の動きの加速を受け、再就職支援事業が好調に推移
し、構成比は前期末と比較し、2.0％へ1.3ポイント拡大
しました。

一 株 当 たり配 当 金

当中間配当は、一株当たり6円（100株当たり600
円）を配当いたしました。なお、期末配当は中間実績と
同様、一株当たり6円（100株当たり600円）を計画
しております。

2009年3月期中間配当は、テンプスタッフ（株）
およびピープルスタッフ（株）において、それぞれ
実施しています。

2009年
3月期

2010年
3月期

通期
中間期

8,908 6,000（予想）
ー 2,733

通期
中間期

9,245 6,200（予想）
ー 2,866

通期
中間期

4,076 3,000（予想）
ー 828

通期
中間期

6,000（予想）

8,908

6,200（予想）

9,245

3,000（予想）

4,076
アウトソーシング事業
3,065（2.7％）

その他の事業  2,269（2.0％）

人材派遣・請負、
人材紹介事業
106,819（95.3％）

その他
18,065
（16.1％）

専門事務職
19,534（17.4％）

人材紹介事業
1,672（1.5％）

IT関連技術職
9,119（8.2％）

一般事務職
58,427
（52.1％）

（注）当社は、2008年10月1日にテンプスタッフ（株）とピープルスタッフ（株）（現：テンプスタッフ・ピープル（株））が、     経営統合による共同持株会社として設立いたしました。決算については、当連結会計年度より作成しておりますので、前年同期実績および対前年同期比は記載しておりません。

828
2,866 2,733
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S
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インフォメーション

会 社 名

設 立

代 表 者

本 社

事 業 内 容

資 本 金

テンプホールディングス株式会社

Temp Holdings Co., Ltd. 

2008年（平成20年）10月1日 

代表取締役社長　篠原　欣子 

東京都渋谷区代々木2-1-1

労働者派遣事業・有料職業紹介
事業などの事業を行うグループ会
社の経営計画・管理並びにそれに
付帯する業務

2,000百万円 

代 表 取締役社長

取 締 役 副 社 長

常 務 取 締 役

常 務 取 締 役

取 締 役

取 締 役

常 勤 監 査 役

監 査 役

監 査 役

監 査 役

篠原　欣子

日比野　三吉彦

水田　正道

佐分　紀夫

和田　孝雄

Carl T. Camden

平賀　稜威喜

佐伯　尚孝

島田　晴雄

荒井　薫

会社概要

（2009年9月30日現在）

●発行可能株式総数

●発行済株式の総数

●株主数

株式の状況

役員一覧
しのはら よしこ

みずた

ひびの みきひこ

まさみち

さぶり としお

わだ たかお

ひらが いづき

カール ティー カムデン

さえき なおたか

しまだ

あらい かおる

はるお

240,000,000株

65,521,500株

10,459名

株式所有者別分布状況

株主メモ

単位：株

事業年度 4月1日から翌年3月31日まで

上場証券取引所 東京証券取引所（市場第一部）

定時株主総会 6月下旬

基準日
定時株主総会 3月31日
期末配当金 3月31日
中間配当金 9月30日

同連絡先

三菱UFJ信託銀行株式会社
証券代行部
〒137-8081
東京都江東区東砂7丁目10番11号
TEL 0120-232-711（通話料無料）
URL http://www.tr.mufg.jp/daikou/

公告方法

電子公告
公告掲載URL http://www.temp-holdings.co.jp
（ただし、事故その他やむを得ない事由によって、
電子公告による公告をすることができないときは、
日本経済新聞に掲載して行います。）

株主名簿管理人
特別口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

議決権
比率（％）株　主　名 持株数（株）

●大株主（上位10名）

31,077,200

4,036,900

3,000,000

1,812,800

1,760,000

篠原欣子

彌富よしみ

ステート ストリート バンク
アンド トラストカンパニー

ケリーサービスジャパン
株式会社

株式会社
三菱東京ＵＦＪ銀行

47.43

6.16

4.57

2.76

2.68

社会貢献活動

雇用の創造
人々の成長
社会貢献

企業理念

「雇用」や「人々の成長」に
つながる社会貢献活動
●障がい者雇用支援
●スカラシップ

事業活動
人材ビジネスの推進を通じて

雇用の創造と
人々の成長支援を実践

保育事業の展開

障がい者雇用の推進

1,260,700
日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社
（信託口）

1.92

1,245,500
テンプホールディングス
従業員持株会 1.90

1,300,000
日興コーディアル証券
投資事業組合 1.98

1,206,000ウーマンスタッフ有限会社 1.84

1,108,800山本なな子 1.69

1,108,800彌富太郎 1.69

金融機関
7,138,600（10.90%）

外国法人など
8,726,757（13.32%）

自己名義
株式
25（0.00%）

金融商品
取引業者
124,965
（0.19%）

個人・その他
43,803,353（66.85%）

その他の
法人など
5,727,800
（8.74%）

保育施設の不足を解消することは、
子育てママの就業拡大の実現に大
きく貢献します。テンプグループでは、
テンプスタッフが東京都渋谷区に3カ
所、テンプスタッフ・ウィッシュが神奈
川県横浜市に2カ所、保育所を運営
しています。

障がい者の雇用支援を手がけるサンク
ステンプでは、自社において約200名
の障がい者を雇用。また、障がいがあり
ながらスポーツに携わるテンプグループ
社員の競技活動と就労の両立を支援
する「Challenged Athlete Support」を
実施。テンプグループでは、障がい者
の皆様の可能性拡大に、今後も取り
組み続けます。

50名の知的障がい者が
就業する、サンクステンプの
クッキー工房「よこはま夢工房」は、
神奈川大学内にてクッキーの
販売を実現しました。

「よこはま夢工房」で
初の外部販売が成功！

2009年
9月

すべての歩みが、社会の幸せにつながっていく。
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。
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2009年4月1日～
2009年9月30日

2010年
3月期中間期

のご報告
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株主・投資家の皆様へ

株主通信

（証券コード：2181）

お 知 ら せ
 １． 株券電子化によるご注意
（1）株券電子化に伴い、株主様の住所変更、買取請求その他各種お手続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会

社など）で承ることとなっておりますので、口座を開設されている証券会社などにお問合せください。株主名簿管理人（三菱ＵＦＪ信託銀行）で
はお取り扱いできませんのでご注意ください。

（２）特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱ＵＦＪ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、下記特別口座
の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

（３）配当金の口座振込のご指定につきましても、お手続きは配当金振込指定書を各口座管理機関を経由してお届けいただくこととなりました。
振込指定のお手続きにつきましては詳しくは各口座管理機関にお問合せください。

（４）未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払いいたします。

 2． 配当金計算書について
 配当金の口座振込をご指定の方と同様に、「配当金領収証」により配当金をお受取になられる株主様宛にも「配当金計算書」を同封いたし
ております。配当金をお受取になった後の配当金額のご確認や確定申告の資料としてご利用いただけます。

東京都渋谷区代々木2-1-1　新宿マインズタワー  TEL 03-3375-2220（代表）  ※本報告書に記載されている事項には、将来についての計画や予想に関する記述が含まれています。実際の業績などはさまざまな要因により大きく異なる可能性があります。

この印刷物は環境に配慮し、「FSC 認証紙」と
「植物性大豆油インキ」を使用しています。

株 式 に 関 す る お 手 続 き に つ い て

○特別口座から一般口座への振替請求
○単元未満株式の買取（買増）請求
○住所・氏名などのご変更
○特別口座の残高照会
○配当金の受領方法の指定（＊）

○郵送物などの発送と返戻に関するご照会
○支払期間経過後の配当金に関するご照会
○株式事務に関する一般的なお問合せ

特別口座
口座管理機関

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
〒１３７-８０８１　東京都江東区東砂7丁目10番11号
TEL　０１２０-２３２-７１１（通話料無料）

株主名簿
管理人

■特別口座に記録された株式
お手続き、ご照会などの内容

お手続き、ご照会などの内容

お 問 合 せ 先

○音声自動応答電話によるご請求 ▶ 0120-244-479（通話料無料）
○インターネットによるダウンロード ▶ http://www.tr.mufg.jp/daikou/

［手続き書類のご請求方法］

（＊）特別口座に記録された株式をご所有の株主様は、配当金の受領方法として株式数比例配分方式はお選びいただけません。

○郵送物などの発送と返戻に関するご照会
○支払期間経過後の配当金に関するご照会
○株式事務に関する一般的なお問合せ

○上記以外のお手続き、ご照会など

株主名簿
管理人

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社　証券代行部
〒１３７-８０８１　東京都江東区東砂7丁目10番11号
TEL　０１２０-２３２-７１１（通話料無料）

口座を開設されている証券会社などにお問合せください。

■証券会社などの口座に記録された株式
お 問 合 せ 先




